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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第２四半期連結
累計期間

第20期
第２四半期連結

累計期間
第19期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

営業収入 （百万円） 40,210 36,752 78,799

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 4,107 △385 6,355

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（百万円） 2,713 △1,296 4,395

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,805 △1,305 4,495

純資産額 （百万円） 31,101 29,272 32,790

総資産額 （百万円） 59,306 54,400 60,065

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） 135.13 △64.58 218.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.8 53.7 53.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,044 92 5,473

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △212 △199 △502

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,076 △4,004 △2,587

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 14,206 11,722 15,834

 

回次
第19期

第２四半期連結
会計期間

第20期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益又は1株当たり

四半期純損失金額（△）
（円） 70.30 △64.78

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

 

　当第２四半期連結累計期間において、連結子会社であるシルバーケア＆サポートシステム株式会社（旧会社名　積

和サポートシステム株式会社）について、施設の建築請負において業務提携関係にあった少数出資者である積水ハウ

ス株式会社の保有するシルバーケア＆サポートシステム株式会社の普通株式のすべてを取得し、完全子会社としまし

た。

 

　当社は、平成28年９月26日開催の取締役会において、平成28年11月１日を効力発生日として、当社を吸収合併存続

会社、連結子会社１社(シルバーケア＆サポートシステム株式会社)を吸収合併消滅会社とする吸収合併を決議し、同

日付で合併契約書を締結しています。

 

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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［事業系統図］

　事業系統図は次のとおりであります。

①介護サービスの提供など（特定施設入居者生活介護、介護予防特定施設入居者生活介護、サービス付き高齢者向け

 住宅等）

 ②食事サービスの提供

 ③介護用品販売

 ④施設運営ノウハウの提供

 ⑤介護技術の研究・開発・指導、出版

 ⑥コンピューター機器及びソフトウエアの販売並びにメンテナンスサポート等

 ⑦介護サービスの提供など（訪問介護、通所介護、小規模多機能型居宅介護）

 ⑧経理管理

 ☆連結子会社

 

（注）損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式会社は、平成28年10月１日付で、商号を「ＳＯＭＰＯホールディン

グス株式会社（英文表記：SompoHoldings,Inc.）」に変更しております。

 

（注）平成28年７月１日付で、事業所名称を「そんぽの家」又は「そんぽの家Ｓ」に変更しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについて重要な変更はありません。

　当第２四半期連結累計期間において、当社が運営する介護付有料老人ホームの「ウエルピア市川（壱番館）」（千

葉県市川市柏井町所在）、「ウエルピア市川（弐番館）」（同所在地）、および「グリーン東京」（東京都羽村市栄

町所在）におきまして、子会社である株式会社シーケーフーヅ（以下「シーケーフーヅ」といいます。）が提供した

食事が原因で食中毒が発生いたしました。

　平成28年８月22日の夕食に両施設で提供した「きゅうりの和え物」から、保健所による検査の結果、Ｏ157が検出

され、これが原因食品と特定されています。

　Ｏ157は原因食品以外に厨房および施設からは検出されませんでしたが、生産地から両施設の厨房に至る流通経路

のどこで付着したのかについては、保健所の調査に協力するとともに独自調査も行い究明に全力を尽くしておりま

す。引き続き、経路の究明に努めるとともに、厨房における殺菌対策の徹底および安全・安心な食材の調達に向けて

取り組みます。

　あらためまして、今回の集団食中毒を発生させてしまったことを深くお詫び申し上げます。当社およびシーケー

フーヅは、このたびの事態を厳粛に受け止め、再発防止の取組みを徹底のうえ、今後とも、ご入居者様が安心して暮

らしていただける環境作りと健康管理を進めてまいります。

 

２【経営上の重要な契約等】

　平成28年５月20日付の損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式会社（現ＳＯＭＰＯホールディングス株式会

社）にてリリースされました「介護事業マネジメント会社『ＳＯＭＰＯケア株式会社』の設立」のとおり、ＳＯＭＰ

Ｏホールディングス株式会社は、介護事業の経営管理を行う子会社「ＳＯＭＰＯケア株式会社」を平成28年７月１日

付で設立いたしました。当社は、ＳＯＭＰＯホールディングスグループが有する広範なネットワークおよび経営資

源・ノウハウを活かすことで、より多くのお客さまにご利用・ご支持いただける最高品質の介護サービス提供を目指

し、ＳＯＭＰＯケア株式会社から経営指導を受けるため経営指導契約を締結いたしました。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益又は四半期純損失（△）」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰

属する四半期純損失（△）」としております。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は足踏み状態が続いておりますが、一部で持ち直しの動きもみら

れる状況のなか、政府は民需主導の持続的な経済成長と一億総活躍社会の着実な実現に向けて「未来への投資を実

現する経済対策」を策定し、国費4.1兆円の平成28年度補正予算案が８月24日に閣議決定されました。

　このようななか、当社グループを取り巻く環境につきましては、我が国ではかつてない「超高齢社会」に直面す

ることとなり、団塊の世代が75歳以上となる2025年に備えて医療、介護など環境整備が急がれる状況です。

　団塊の世代が75歳以上となる2025年まであと９年となり、国はその時点で総人口の18％以上を占める75歳以上の

高齢者の医療・介護を含む社会保障の整備を急ピッチで進めているものの、2025年に約700万人と推定される認知

症高齢者、独居高齢者などにどう対応するのか、社会的な課題として考えていく必要があります。

　総務省統計局のデータによりますと、平成28年９月15日現在の日本の高齢者人口は3461万人で、65歳以上の高齢

者人口が総人口に占める割合は27.3％、対前年比で73万人、0.6ポイント増と大きく増加しており、人口、割合共

に過去最高となりました。我が国は先進主要国においても最も高齢化の進行が早くなっており、少子高齢化が急速

に進むことは確実で、その対応と新たな経済成長戦略の立案が急務となり、平成27年10月に発足した第３次安倍晋

三改造内閣の目玉プランである「一億総活躍社会」推進の根拠となっております。

　このような状況のもと、当社グループにおいては主力事業である特定施設の入居率が、当社及び当社の子会社で

あるシルバーケア＆サポートシステム株式会社が運営する一部の施設において発生した虐待等の報道による影響等

が続き、平成28年９月末時点で85.4％という結果となっております。また、サービス付き高齢者向け住宅も、平成

28年９月末時点で入居率80.4％（開設後１年を経過した既存物件では82.8％）となっております。

　当第２四半期連結会計期間末において介護付有料老人ホームの施設数は、直営161施設、ＦＣ19施設、合計180施

設、総入居定員は9,649名、サービス付き高齢者向け住宅の物件数は合計126棟、総入居定員7,410名となっており

ます。また、当第２四半期連結会計期間末の「地域包括ケア事業」の事業所数は、訪問介護267、居宅介護支援

208、通所介護47、定期巡回・随時対応型訪問介護看護58、夜間対応型訪問介護38、訪問入浴23、小規模多機能型

居宅介護23、その他含む707（在宅老人ホーム含む710）か所です。
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　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収入は36,752百万円（前年同期比△8.6％）、営業損失は177百万

円（前年同期は営業利益 4,308百万円）、経常損失は385百万円（前年同期は経常利益 4,107百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純損失は1,296百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益 2,713百万円）となり

ました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、事業所名（施設名称）の変更に伴い、報告セグメントの名称を従来の「ア

ミーユ事業」から「施設ケア事業」に変更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

 

①　施設ケア事業

　既存施設の入居率の回復が低調なことにより特定施設における売上減が影響し、当第２四半期連結累計期間にお

いて、営業収入は16,031百万円（前年同期比11.1％減）、セグメント損失は824百万円（前年同期はセグメント利

益 1,828百万円）となりました。

②　地域包括ケア事業

　既存施設の入居率の回復が低調なことによりサービス付き高齢者向け住宅における売上減が影響し、当第２四半

期連結累計期間において、営業収入は18,600百万円（前年同期比6.7％減）、セグメント損失は０百万円（前年同

期は1,436百万円）となりました。

③　給食事業

　既存施設の入居率の回復が低調なことによりグループ内施設向けの売上減が影響し、当第２四半期連結累計期間

において、営業収入は3,211百万円（前年同期比7.0％減）、セグメント利益は518百万円（前年同期比33.8％減）

となりました。

④　その他

　当第２四半期連結累計期間において、介護用品の販売が増加したこと等により営業収入は1,554百万円（前年同

期比19.2％増）、一方でＩＴのインフラ整備をしたことによる一時的なコスト増により、セグメント利益は122百

万円（前年同期比50.9％減）となりました。
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（2）財政状態に関する説明

① 資産

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は24,102百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,401百万円減

少しました。これは主に現金及び預金が4,130百万円減少したためです。

　固定資産は30,297百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,261百万円減少しました。これは主に土地が319百万

円減少したこと及び繰延税金資産（長期）が423百万円減少したためです。この結果、総資産は54,400百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ5,665百万円減少しました。

② 負債

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は9,575百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,456百万円減少

しました。これは主に１年内返済長期借入金が1,300百万円減少したこと及び未払法人税等が312百万円減少したこ

と等によるものであります。固定負債は15,552百万円となり、前連結会計年度末に比べ309百万円増加しました。

この結果、負債合計は25,127百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,147百万円減少しました。

③ 純資産

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は29,272百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,518百万円

減少しました。前連結会計年度末と比べ、負債合計が2,147百万円減少したこと及び、非支配株主持分が805百万円

減少したため、自己資本比率は53.7％（前連結会計年度末は53.0％）となりました。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ4,111百万円減少し、11,722百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況とそれらの要因は次の通りであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は92百万円（前年同期は3,044百万円の獲得）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純損失が432百万円（前年同期は4,129百万円の獲得）となったこと等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は199百万円（前年同期は212百万円の使用）となりました。これは主に有形固定資

産の取得に384百万円（前年同期は171百万円の使用）使用したこと等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は4,004百万円（前年同期は2,076百万円の使用）となりました。これは主に長期借

入金の返済により1,620百万円（前年同期は379百万円の使用）使用したこと、配当金の支払により1,304百万円

（前年同期は1,304百万円の使用）使用したこと、及び、子会社株式の追加取得により907百万円（前年同期は実績

なし）使用したこと等によるものであります。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、次のとおりでありま

す。

　「第２『事業の状況』１『事業等のリスク』」で記載しましたとおり、当第２四半期連結累計期間において、当社

が運営する介護付有料老人ホームが提供した食事が原因で食中毒が発生いたしました。２施設での食中毒の発生経緯

と行政処分は以下のとおりです。

①「ウエルピア市川（壱番館）」（千葉県市川市柏井町所在）、「ウエルピア市川（弐番館）」（同所在地）

平成28年８月25日以降に当該施設の複数のご入居者様に体調不良、下痢、嘔吐の症状が発生しました。保健所での

検査の結果、４名の方から腸管出血性大腸菌Ｏ157が検出されたとの連絡があり、シーケーフーヅに対して当該施

設内での３日間の営業停止の行政処分が出されました。

②「グリーン東京」（東京都羽村市栄町所在）

平成28年８月27日以降に当該施設の複数のご入居者様に発熱、下痢、嘔吐の症状が発生しました。保健所での検査

の結果、８名の方から腸管出血性大腸菌Ｏ157が検出されたとの連絡があり、シーケーフーヅに対して当該施設内

での７日間の営業停止の行政処分が出されました。

　今回の食中毒発生により、平成28年10月17日時点において、原因となった食事を喫食された方のうち、「ウエルピ

ア市川」において５名、「グリーン東京」において１名の方がＯ157を直接の原因としてお亡くなりになられまし

た。

　また、原因となった食事を喫食し、この期間に入院された方で、「ウエルピア市川」において４名、「グリーン東

京」において５名の方がお亡くなりになられました。

　再発防止の主な取組みとして、今回の事態を踏まえ、より安全な衛生体制を再構築すべく衛生管理マニュアルを見

直しました。特に、生野菜の取扱いについては、微生物試験の結果等を踏まえて、野菜の厨房での調理方法を抜本的

に見直すとともに、種類に応じて安心・安全なカット野菜の導入を行っていくこととしました。また、衛生管理マ

ニュアルの徹底とあわせて、厨房職員に対する衛生管理教育を継続実施する体制としました。加えて、衛生監査体制

を見直し、外部機関による衛生監査を強化しました。

　あらためまして、この度お亡くなりになられたご入居者様のご冥福をお祈りするとともに、ご遺族の皆様に、心よ

りお悔み申し上げますとともに、今回の集団食中毒を発生させてしまったことを深くお詫び申し上げます。

　当社およびシーケーフーヅは、このたびの事態を厳粛に受け止め、再発防止の取組みを徹底のうえ、今後とも、ご

入居者様が安心して暮らしていただける環境作りと健康管理を進めてまいります。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は０百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（6）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模修繕、除却、売却等について、当第２

四半期連結累計期間に重要な変更があったものは次のとおりであります。

 

①　開設完了

　新規に開設されたものは地域包括ケア事業で４件であり、投資金額総額は67百万円であります。

②　新設計画の追加

　該当事項はありません。

③　新設計画の中止

　該当事項はありません。

④　大規模修繕、除却、売却等

　該当事項はありません。

 

　なお、これらの投資予定金額には、固定資産の購入と保証金及び建設協力金を含んでおり、消費税等は含まれてお

りません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,920,000

計 57,920,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,080,000 20,080,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 20,080,000 20,080,000 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 20,080,000 － 3,925 － 4,167
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（6）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有
株式数
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式

会社
東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 19,002,349 94.63

メッセージ従業員持株会 岡山市南区西市522-1 112,800 0.56

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口9）
東京都中央区晴海１丁目8-11 73,500 0.36

MSIP　CLIENT　SECURITIES

（常任代理人　モルガン・スタンレーMUFG証

券株式会社）

25　Cabot　Square，Canry　Wharf，

London　El4　4QA，Ｕ．Ｋ．

（東京都千代田区大手町1丁目9-7　

大手町フィナンシャルシティ　サウ

スタワー）

30,981 0.15

田中　正敏 岡山市北区 29,700 0.14

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目8-11 21,700 0.10

上野　浩 兵庫県西宮市 21,000 0.10

本吉　則夫 岡山市北区 20,100 0.10

山森　正雄 東京都江東区 20,000 0.09

佐藤　俊雄 岡山市南区 18,000 0.08

計 － 19,350,130 96.31

 

（注）損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式会社は、平成28年10月１日付で、商号を「ＳＯＭＰＯホールディング

ス株式会社（英文表記：SompoHoldings,Inc.）」に変更しております。
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（7）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式       100 ― ―

完全議決権株式（その他）  普通株式 20,078,800 200,788

１（１）②発行済株式の

「内容」欄に記載のとお

りであります。

単元未満株式  普通株式     1,100 ― ―

発行済株式総数       20,080,000 ― ―

総株主の議決権 ― 200,788 ―

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＳＯＭＰＯ

ケアメッセージ㈱

岡山市南区

西市522-1
100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社(E05398)

四半期報告書

12/26



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,910 11,780

受取手形及び営業未収入金 10,596 10,310

原材料及び貯蔵品 31 32

前払費用 1,279 1,265

その他 709 734

貸倒引当金 △23 △21

流動資産合計 28,503 24,102

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,756 10,592

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 137 154

土地 1,956 1,637

リース資産（純額） 6,325 6,162

建設仮勘定 1 -

有形固定資産合計 19,177 18,546

無形固定資産   

のれん 4,179 4,049

その他 639 661

無形固定資産合計 4,819 4,710

投資その他の資産   

差入保証金 5,247 5,152

その他 2,358 1,935

貸倒引当金 △45 △47

投資その他の資産合計 7,561 7,040

固定資産合計 31,558 30,297

繰延資産   

社債発行費 2 1

繰延資産合計 2 1

資産合計 60,065 54,400
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

営業未払金 899 968

1年内償還予定の社債 115 54

1年内返済予定の長期借入金 1,923 623

未払金 3,600 3,599

未払法人税等 829 517

賞与引当金 632 641

その他 4,030 3,170

流動負債合計 12,031 9,575

固定負債   

長期借入金 6,162 5,835

リース債務 7,354 7,231

退職給付に係る負債 598 600

資産除去債務 676 684

その他 451 1,199

固定負債合計 15,243 15,552

負債合計 27,274 25,127

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,925 3,925

資本剰余金 4,167 4,143

利益剰余金 23,774 21,171

自己株式 △0 △0

株主資本合計 31,866 29,240

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 △28 △21

その他の包括利益累計額合計 △28 △21

非支配株主持分 952 52

純資産合計 32,790 29,272

負債純資産合計 60,065 54,400
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業収入 40,210 36,752

営業原価 30,330 30,465

営業総利益 9,880 6,286

販売費及び一般管理費 ※１ 5,571 ※１ 6,463

営業利益又は営業損失（△） 4,308 △177

営業外収益   

受取利息 28 24

助成金収入 12 5

その他 15 9

営業外収益合計 56 39

営業外費用   

支払利息 255 242

その他 1 5

営業外費用合計 257 248

経常利益又は経常損失（△） 4,107 △385

特別利益   

事業分離における移転利益 21 －

特別利益合計 21 －

特別損失   

減損損失 ※２ － ※２ 46

特別損失合計 － 46

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
4,129 △432

法人税、住民税及び事業税 1,327 879

法人税等合計 1,327 879

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,802 △1,312

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
88 △15

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
2,713 △1,296

 

EDINET提出書類

ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社(E05398)

四半期報告書

15/26



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,802 △1,312

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 3 6

その他の包括利益合計 3 6

四半期包括利益 2,805 △1,305

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,716 △1,290

非支配株主に係る四半期包括利益 88 △15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
4,129 △432

減価償却費 772 736

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 0

減損損失 － 46

賞与引当金の増減額（△は減少） △162 9

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △58 △34

受取利息及び受取配当金 △28 △24

支払利息 255 242

事業分離における移転利益（△は益） △21 －

売上債権の増減額（△は増加） △193 294

前払費用の増減額（△は増加） △9 17

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4 △5

仕入債務の増減額（△は減少） △30 69

未払金の増減額（△は減少） △51 △0

未払消費税等の増減額（△は減少） △193 △116

その他の流動負債の増減額（△は減少） 165 △621

預り保証金の増減額（△は減少） △24 △38

その他 188 852

小計 4,746 995

利息及び配当金の受取額 20 16

利息の支払額 △260 △246

法人税等の支払額 △1,462 △672

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,044 92

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △171 △384

有形固定資産の売却による収入 － 320

無形固定資産の取得による支出 △38 △103

差入保証金の差入による支出 △25 △46

差入保証金の回収による収入 2 6

事業分離による収入 23 －

その他 △3 8

投資活動によるキャッシュ・フロー △212 △199

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △200 －

長期借入金の返済による支出 △379 △1,620

社債の償還による支出 △60 △60

リース債務の返済による支出 △132 △111

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △907

配当金の支払額 △1,304 △1,304

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,076 △4,004

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 755 △4,111

現金及び現金同等物の期首残高 13,451 15,834

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 14,206 ※ 11,722
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間より適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。この結果、当第２四半期連結累計

期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間より適用しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

給与手当 2,802百万円 2,988百万円

賞与引当金繰入額 48 44

退職給付費用 74 73

 

※２　減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　　至　平成27年９月30日）

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　　至　平成28年９月30日）

場所 用途 種類 減損損失

岡山県岡山市 老人ホーム
建物及び構築物

その他(有形固定資産) 43百万円

大阪府豊中市 老人ホーム
建物及び構築物

その他(有形固定資産) 3百万円

　当社グループは、原則として独立したキャッシュ・フローを生み出す最小単位に基づき資産のグルーピングを

行っております。

　上記資産グループについては、営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなっているため、当該資産グ

ループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額である46百万円を減損損失として特別損失に計上いた

しました。なお、当該資産グループの回収可能額は０円としております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 14,415百万円 11,780百万円

拘束性預金 △209 △57

現金及び現金同等物 14,206 11,722
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,305 65  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,305 65  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 

施設ケア

事業

地域包括ケア

事業
給食事業 計

営業収入         

外部顧客への

売上高
18,034 19,938 1,637 39,610 600 40,210 － 40,210

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 1,816 1,816 704 2,520 △2,520 －

計 18,034 19,938 3,453 41,426 1,304 42,731 △2,520 40,210

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）

1,828 1,436 783 4,048 249 4,298 10 4,308

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品販売事業及びＦ

Ｃ事業等を含んでおります。

２．「セグメント利益又はセグメント損失（△）」の調整額10百万円は、セグメント間取引消去10百万円

が含まれております。

３．「セグメント利益又はセグメント損失（△）」は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行って

おります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント

その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 

施設ケア

事業

地域包括ケア

事業
給食事業 計

営業収入         

外部顧客への

売上高
16,031 18,600 1,577 36,209 543 36,752 － 36,752

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 1,633 1,633 1,011 2,645 △2,645 －

計 16,031 18,600 3,211 37,842 1,554 39,397 △2,645 36,752

セグメント利益

又はセグメント

損失（△）

△824 △0 518 △306 122 △184 6 △177

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品販売事業及びＦ

Ｃ事業等を含んでおります。

　　　２．「セグメント利益又はセグメント損失（△）」の調整額６百万円は、セグメント間取引消去６百万円

が含まれております。

３．「セグメント利益又はセグメント損失（△）」は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行って

おります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アミーユ事業」から「施設ケア事業」へ変

更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

     （単位：百万円）

 
施設ケア
事業

地域包括ケア
事業

給食事業 その他 調整額 合計

減損損失 46 － － － － 46
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び１株当たり四半期純損失金額算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
135円13銭 △64円58銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

2,713 △1,296

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属

する四半期純損失金額（△）（百万円）

2,713 △1,296

普通株式の期中平均株式数（株） 20,079,926 20,079,895

 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）
 

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月８日

ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社

（旧会社名　株式会社メッセージ）
 

   取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 川合　弘泰　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上坂　岳大　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＯＭＰＯケア

メッセージ株式会社（旧会社名　株式会社メッセージ）の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の

第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１

日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社（旧会社名　株式会社メッセー

ジ）及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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